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2023 年 12 月 27 日 
報道機関各位 

秋田県仙北市 

アステリア株式会社 

秋⽥県仙北市とアステリアの協業による企業版ふるさと納税対象事業 

桜の保全活動などを⾏う「桜まちづくり事業」に対して継続寄付 
⾃治体DXの推進に向けた「職員AI活⽤⼒向上プログラム」も新たにスタート 

 

秋田県仙北市（市長：田口知明、以下 仙北市）とアステリア株式会社（本社：東京都渋谷区、

代表取締役社長：平野 洋一郎、証券コード：3853、以下 アステリア）は、「地方創生応援税制

（以下、企業版ふるさと納税）」対象事業による協業の継続と、自治体業務の効率化に向けた生成

AI の活用や DX の推進に関する「職員 AI 活用力向上プログラム」などを含めた独自の地方創生

プログラムを新たにスタートすることを発表します。 

■仙北市とアステリアの協業の実績と今後の展開 

仙北市とアステリアは、2016 年 4 月に桜の保全活動と ICT 導入促進等による産業振興について

の協定を結びました。その翌年度からは、仙北市の企業版ふるさと納税対象事業の第１号案件と

なる「桜に彩られたまちづくり計画」に発展させ、両者の連携関係は 8 年目に突入します。 

本事業では、アステリアから仙北市への毎年 100万円の寄付金や ICTに関する知見共有を通じて、以
下の活動を実施してきました。今後においても、連携体制をより一層強化していきながら、生成 AIの活用
に向けた「職員 AI活用力向上プログラム」や、仙北市でのアステリア社員によるワーケーションの実施を計
画しています。 

過去の実績 

企業版ふるさと納税対象事業 

・桜の保全（剪定・整枝、有害鳥の駆除など） 

両者の関係性が深まる中でスタートした独自の地方創生プロジェクト 

・ICTに関する知見の共有（職員や地域住民に向けた啓発イベントの実施など） 
・DXを含めた ICT導入サポート（三密回避、人力車の運行管理のデジタル化など） 

今後の計画 

企業版ふるさと納税対象事業 

・桜の保全（同上） 

仙北市のニーズに応じてアステリアが企画・提供する独自のプロジェクト 

・【新規】生成 AIの業務での活用方法に関する職員 AI活用力向上プログラム 
・【新規】アステリア社員による仙北市内でのワーケーション 
・【継続】ICTに関する知見の共有＆DXを含めた ICT導入サポート 

■「生成 AI セミナー」実施の背景 

米国の OpenAI 社が 2022 年 11 月に公開した生成 AI アプリケーション「ChatGPT」は、新た

なテクノロジーとして全世界からの注目を集め、ビジネスや生活シーンの中で手軽に AI の機能を

活用できる時代に向けたイノベーションがまき起こっています。日本の自治体においても、デジ

タル行財政改革などにより DX が推進されるなか、東京都や神奈川県など生成 AI を業務に導入す

る自治体が相次いでいる状況です。生成 AI は、業務効率化や人手不足解消ツールとしても期待さ

れる一方、利用範囲や活用方法によっては個人情報の漏洩などのリスクも想定されているため、

正しい使い方を習得しリテラシーを高めることも不可欠です。 

仙北市とアステリアでは、企業版ふるさと納税の連携関係の継続に向けた今後の活動内容を毎

年見直しています。業務のデジタル化や DX の推進に向けた議論やヒアリングを重ねるなかで、
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仙北市職員の生成 AI に対する関心が非常に高いことから、アステリアの CXO兼首席エバンジェ

リストの中山五輪男による生成 AIセミナーを含めた「職員 AI 活用力向上プログラム」を企画し

ました。 

このセミナーでは、仙北市の DX 推進部門の職員に対して、生成 AI の基礎知識と業務での活用

方法や注意点を解説。生成 AI の基礎知識の習得と業務での活用範囲や方法を検証するプログラム

として、2024 年 1 月から継続的にセミナーやアドバイスを企画・運営していく方針です。 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

■「秋田県仙北市」について（ Web サイト http://www.city.semboku.akita.jp/index.php ） 
仙北市は、秋田県の東部中央に位置し、岩手県と隣接している地域です。ほぼ中央に水深が日

本一である田沢湖があり、東に秋田駒ヶ岳、北に八幡平、南は仙北平野へと開けています。地域

の約 8 割（892.05 平方キロメートル）が森林地帯で、奥羽山脈から流れる河川は、仙北地域の水

源となっています。気候は、冬季には全地域で平均気温が氷点下を下回る厳しい寒さですが、地

域の南北間では気候、降水量とも差があります。総面積は、1,093.56 平方キロメートルで、秋田

県全体の 9.4パーセントを占めています。 
 

■「アステリア株式会社」について（ Web サイト https://jp.asteria.com/ ） 
 アステリアは社会や企業を「つなぐ」エキスパートとして「ソフトウェアで世界をつなぐ」を

コンセプトに、ヒト、モノ、オモイを「つなぐ」製品やサービスを提供するソフトウェア開発企

業です。基幹製品の ASTERIA Warp は、様々なシステムやクラウドのデータをノーコードで連携

できる製品として、1 万社（2023 年 8 月 1 日現在）を超える企業に導入されています。また、デ

ジタルコンテンツプラットフォーム Handbook X は、資料や動画、Web サイトなどあらゆる情報

をアプリにまとめて管理できるクラウドサービス。モバイルアプリ作成ツール Platio は誰でも簡

単に自社の業務に合ったモバイルアプリをノーコードで作成・活用できるクラウドサービス。ノ

ード統合プラットフォーム Gravio はノーコードで様々な場所にある多様なデータを集約、活用し

情報の一元管理を可能とするノードコンピューティング基盤。これらの製品提供を通じて、DX や

業務の効率化を推進しています。また、（一社）ブロックチェーン推進協会、（一社）ノーコード

推進協会などの設立を牽引するなど、様々なイノベーションを推進し新しいテクノロジーや価値

観を普及啓発する活動にも取り組んでいます。 
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【プレスリリースに関するお問い合わせ先（報道機関窓口）】 

アステリア株式会社 広報・IR部：齋藤ひとみ・小出朱莉 
TEL:03-5718-1297 ／携帯:080-7709-5212（齋藤） ／ E-mail: press@asteria.com 
 

アステリア、Asteria、Handbook、Platio、Gravioはアステリア株式会社の登録商標です。 
本文中の商品名は、各社の商標または登録商標です。 
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